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第１３回地域こども支援団体連絡会 アンケート集計 

日時：平成３０年１２月２１日（金）１０：００～１２：００ 

場所：大阪市立社会福祉センター３階３０１会議室 

参加数：４６人 アンケート回収件数：２４人  回答率：５２．２％ 

 

① 今回の意見交換について 

 とても役に立った１１人、役に立った１１人、無回答２人  合計２４人 

 

＜とても役に立った＞ 

・それぞれの目的別に悩みについて共有できた 

・とても勉強になりました 

・参考になったこともあって参加して良かったです 

・いろいろな立場の方と知り合えてよかった 

・運営者の方々の生の声が聞けたことでとても参考になりました。 

・グループ討議できたこと。グループ発表できたこと良かったです 

・現場の声はとても貴重でとても良かったです 

・実際に運営されている方から早々と情報がいただけたこと 

・他の区の方との話し合いで、区役所や社協の関わり方の違いがすごく良く分かった 

・ボランティアさんの人間性も大切だと気付きました 

・皆さま一定の活動をされてきて、経験も増えられ、そこで見えてきた課題に向き合ってお

られるなと思います。子ども食堂の目的・意義、賃金、VOさん、活動したからこそを見え

てくることで自身も大変参考になりました 

 

＜役に立った＞ 

・やはりどの団体さんも困っているなという印象。自分の視点にはなかったことの新しい気

づきもあり、よかったです 

・同じ様な悩み・課題を持った所があるなぁ～と感じました 

・ボランティア募集の内容について分野ごと、くわしい内容を明記してはどうか？という意

見を頂きました 

・他の子ども食堂の情報がとれてよかった 

・会場がないのでお金がかかるという話をお聞きしました。我が地域では良い会館があり無

料で使用でき大変助かってます 

・子ども食堂の目的(どのような家庭の子どもを対象にするか)子ども食堂のあり方によって

参加しやすい居場所をつくれるか難しい課題だと思います 

・ボランティアに応募して来る人の中に色々な人がいるという事を知った 

・目的に悩んでいる団体が多い。そもそも、大人の目線で考えすぎなのかも…。あと、ニー

ズありすぎで立ち上げていない所が多いように感じる 

・同じテーブルに CSRで食堂をやっていらっしゃる方、これから開かれる方など様々な立
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場の方がおられ様々な悩みが聞けて良かった 

・無料で場所提供があるのは驚いた。資金不足は大きな課題 

・「親子の絆の作り方」を大切にしていると意見がでました。こどもと親が笑顔で過ごせる

ためにどうしたらよいか考えながら仕事をしていきたい 

 

＜無回答＞ 

・色々な方々の思いを知る事で勉強になりました。今、自分の中で何が 1番にすべき事なの

か優先順位が少しだけでも分かった気がしました 

・「居場所づくり」を目的として、いろんな関わり方があると感じました 

 

② 来年度の連絡会で取り上げてほしいテーマ 

・これからも、いろいろとりあげて下さい 

・グループでも１ばん課題にあがることが多かった「ボランティア」について 

・運営して行く中で子どもたちにどう接しているか、どうか、子どもたちへの接し方につい

て 

・社会的養護のもと生活している子どもたちの理解を深める。家庭生活の体験、その後のつ

ながり等を考え、里親制度を知ってもらう 

・社会は養護を必要とする子どもたち、今は施設から、短期入所で家庭へ帰る子も多くいま

す。“地域の見守り”という視点では、子ども食堂とも、つながっていきたいです 

・子ども食堂の規模によって、悩みが違うと思います。ですので、規模別の分散会をベース

にしてもらえたりすると良いかも… 

・不登校の子どもの支援について 

・養護施設出所の支援についてなど、まだ知られてないテーマも取り上げて欲しい 

・各区役所の取り組み、支援体制 

 

③ その他ご意見・ご感想など 

・生の声をたくさん出し、聴けたこと良かったです 

・ありがとうございました ×２件 

・グループで話し合う形式、とても良かったです 

・子ども食堂の話題が多くなってきたと感じる。その中でも様々なジレンマを抱えながらな

んとか続けておられる事も感じられた。必要な子、家庭に子ども食堂の事が周知されている

か。また、使える情報があるか。少なくとも自分のところには情報はこない 

・色々な考えの方が行っているので、大変ですがそれぞれの想いでがんばっておられている

のだと感じました 

・教員免許の更新講習のテーマとして子ども食堂について教員が学ぶことは多くあると思

う。けれど実際、学校現場の仕事を分業してもっと多くの人員を確保しなければ、ますます

多忙化がすすむばかりと懸念する 

・地域の子育てサークルの支援を行っています。みなさんの話を聞いて、共通することも多

く、様々な意見交流できてよかったです 


